
化学の30年
化学は、私たち人類が火を扱うようになった時から、紆余曲折しながらも、少し
ずつ発達してきました。錬金術、原子の概念、フロギストン、周期表の発見、DNA
…中でも19世紀のドイツで有機化学が発達したそれ以降、驚くようなスピードで
化学が発展し、現在を迎えています。それでは、この30年間で化学の世界では、
どのようなことがトピックになったのか、ノーベル化学賞を頼りに、化学の世界の
動きを見てみましょう。なお、ノーベル賞受賞の内容は、必ずしも、この30年内の
研究ではないこともありますので、ご了承ください。

◆1984年「固相反応によるペプチド化学合成法の開発」
受賞者：R. メリフィールド(米)

うちゅうが発行されたその年のノーベル化学賞は、タンパク質に関する研究で
の受賞になります。ペプチドとは、アミノ酸が決まったルールの中でつながってで
きるもので、生体内で重要な働きをする物質を作ります。といいますか、私たちの
体の細胞を作るたんぱく質が、ポリペプチドの集まりです。
ペプチドを人工的に作ることは、通常の化学反応と同じように液体中で行なわ

れていましたが、メリフィールドは、ポリスチレン
を使ったビーズの表面で結合させました。そし
て、目的としたペプチドなどは、その表面から簡
単に取り出せることができました。何より液中で
は、10～数十の結合しかできなかったペプチド
をその倍以上まで増やし、より大きなペプチド
を得ることができるようになったのです。この方
法の発明により、現在の医薬品の製造に、大き
な発展をもたらすことができるようになりまし
た。
そして、このペプチドというと、当館でも大変

お世話になった故芝哲夫先生が、ペプチド研究
の権威だったのです。このあたりのお話をもっと
詳しく聞いてみたかったです。

◆1995年「大気化学、特にオゾンの生成と分解に関する研究」
受賞者：P．クルッツエン（蘭）、M．モリーナ(米)、F．ローランド(米)

当時、この受賞は大変話題になりました。オゾン層の破壊についてのメカニズ
ムなどを解き明かした研究です。フロンが、オゾン層まで3年程度をかけて上昇

M.ONO

研修室で講演中の芝先生
(友の会会員：縄田さん撮影)
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し、そこで強い紫外線を受けることで塩素を分離、その塩素とオゾンが反応し、ね
ずみ算式にオゾンを破壊していくという衝撃的な内容でした。オゾンホールの拡
大、そしてそれに伴いオゾンで遮断されていた、より波長の短い紫外線の地表へ
の到達と地球環境への影響原因物質であるフロンは、不活性で有益無害の夢の
化学物質と考えられていたため、産業界には大きな影響を与えました。その当時
のさまざまなスプレー缶、エアコン、洗浄剤などには、このフロンが使われていた
ためです。私も、その後フロンの入ったスプレーを使うのに罪悪感を覚えたこと
があります。なお現在は、彼らの受賞前にフロンの規制の条約が発効したため、そ
の効果もあり、オゾンホールの減少が確認されています。人類は、オゾンホール
の危機を回避したという感じでしょうか。

◆1996年「フラーレン（C60）の発見」
受賞者：H．クロトー(英)、R．スモーリー(米)、R．カール(米)

炭素原子60個が、サッカーボー
ルのような形でできている、フラー
レン。1985年にこのフラーレンを発
見したことにより、上記3人が受賞
しています。炭素は、木炭のような
炭、そしてダイヤモンドなどの同位
体がありますが、その同位体のひと
つとしてこのフラーレンがあります。
この新しい分子の発見は、医薬品、
ナノレベルでの潤滑材、電子デバイ
スなどへの応用が期待されていま
す。そしてこの発見に先立つ、
1970年には、大澤映二氏（当時：豊橋技術科学大学）が報文誌その存在を予想
した論文を書いています。実際の発見より15年も前にその存在を予想していた
大澤先生、すごいです。そして、渡部学芸員がその大澤先生から頂いたフラーレ
ンを当館展示場4階に展示しております。

◆2000年「導電性高分子の発見と開発」白川英樹 他
◆2001年「不斉触媒による水素化反応の研究」野依良治 他
◆2002年「生体高分子の同定および構造解析のための手法の開発」田中耕一他
◆2008年「緑色蛍光タンパク質(GFP)の発見とその応用」下村脩 他
◆2010年「有機合成におけるパラジウム触媒クロスカップリング」

鈴木章、根岸英一 他

CHEMISTRY

見た目はただの黒い砂のようなC60。
でもこれがノーベル賞です。
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この11年間には、なんと日本人
が6人も化学賞を受賞しています。
高分子、触媒化学、分析、有機化学
等、化学のいろいろな分野にまたが
る受賞内容。これだけ立て続けに
ノーベル賞受賞者が日本の化学分
野から出てくるということは、素晴
らしいことです。そしてその内容が
いずれも私たちの暮らしに直結す
るものです。日常と化学のつなが
り、そして切っても切れない関係を
ここからも感じます。
2000年の白川先生の受賞時には、久しぶりの日本人のノーベル賞受賞という

ことで、私も盛り上がり、ノーベル財団のリリースを訳して展示したのですが、何分
実物がなかったので、少々物足りない展示となりました。しかし、岳川学芸員が、そ
の後、筑波大学と掛け合ってくれて、導電性プラスチックの実物を展示できるよう
になりました。
この導電性プラスチックは、プラスチックは絶縁体であるということを翻し、通
電性をもち薄い膜にすることができます。そして、ATMのタッチパネルや、パソコ
ン・携帯の電池などへ利用され、その後の私たちの生活に欠くことのできないも
のとなっただけに、まさにエポックメイクと呼ぶにふさわしい発明でした。3階の
展示場にある導電性プラスチック、ぜひご覧ください。
そして、2002年の田中耕一さんの受
賞は、世間的には、受賞内容そのものよ
りも田中さんの人となりに注目が集まり
すぎました。もちろん受賞内容のタンパ
ク質やペプチドといった高分子類の質量
分析ができる方法を発見したというの
は、私たちの体に関係する生化学や医
療の分野になくてはならない技術のひ
とつです。この時、田中さんが発明した
質量分析器の心臓部分を島津製作所が
10個程度レプリカで作りました。その一
つをとあるところから、当館に寄贈していただき、所蔵しております。
駆け足になりましたが、この30年間の化学をノーベル賞、さらに科学館の関連
話題から概観してみました。 小野 昌弘（科学館学芸員）

M.ONO

3階展示場の導電性プラスチック「ポリアセ
チレンフィルム」

田中耕一さんの発明した質量分析器の
心臓部、試料をイオン化する部分
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